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健常男性90 名，女性96 名の SEP を記録し，性差につ
いて検討した。群平均 SEP では，男 d性の双極誘導（C3 ’→
F3 ’）で P4 ，単極誘導（Cよ→A1+2 ）で P5, N5 が特
定できず，概ねすべての頂点で女性の潜時が短く，頂点
間振幅が大きかった。各被験者の compnet analysis 
でも，同様に女性の潜時が短く，振幅が大きかった。ま
た，年齢，身長の影響を除いても，双極誘導では， 8 頂






女性がO，。 1, ~ 2 帯域で，男性が8，α2帯域で有意
に大きかった。
Shags1 lは健常成人の体性感覚誘発電位（Somatsen-







な大脳誘発電位（Cerbal evokd potential ，以下 EP
と略）研究の一環として，当教室で開発された精密な EP
記録解析システムを用い，中～長i替時の全成分を含む潜















男 性 女 性 t－検定 総 計
人数 （人 ） 90 96 186 
年齢 （歳 ） 20 ～34 19 ～36 ＊＊ 19 ～36 
(25.3 士3.1 ) (21.6±2. 7) (23.4±3. 4) 
身長 （cm ) 159.0 ～凶6.。 146.0 ～172 .。 ＊事 146 0～186 .0 
(171.3 土6.2) (157. 6土5.2 ) (164.2±9 .0) 








度は揖指球筋の収縮を来す闘値（96. 土19.6, 60.3 ～ 
13. 5V ）とし，刺激のパルス幅はO. lmsec とした。電
気刺激の l秒後に単発閃光刺激，その 2秒後に単発 click
音刺激を与えるという刺激のサイクルを繰り返して，被
験者の覚醒水準を一定に保つようにした。
SEP の記録誘導は， vertx と両外耳孔を結ぶ線上で，
正中線から6.5cm 左外方の点から， 2cm 後方の点，
C3 ’， 5cm 前方の点， F3’を定め，双極誘導（C3’→F3 ’）
および単極誘導（C♂→A1+2 ）を用いた10 ）。
SEP を含む脳波は前記両誘導から誘導され，前置増
幅器 AB-62M を用い，時定数0.1sec ，高域フィルター
40 
lOHz で， hum 除去機構を作動させずに増幅され，電
気刺激と同期する triger pulse とともにデータレコー
ダ RX 50L (TEAC ）で録磁された。
2 データ処理方法
SEP を含む脳波を眼球運動，筋電図などの artifact を
視察により除去し，再生しながら電気刺激の triger
pulse を用いて，加算平均装置（AT AC-210, 1024adres 
×2 20bit ）で，解析時間lOmsec にて10 回加算平均し
て個々の SEP を記S表し，PANAFACOM U -10 によ っ











分 P l ～P8 ，陰性成分 Nl ～N8 を特定し，潜時と振
幅を記録し，男女間での差異を検討した。
2 ・2 各被験者のSEP についての compnet analysis 
2 ・2 ・l 各被験者の SEP の各成分の特定
両誘導別に，男女それぞれの群平均 SEP を基準とし
てコンピュータ ーの CRT 画面上に重ねて表示し，各被
験者の当該記録誘導からの SEP の陽性成分 Pl ～P8,
陰性成分 N l ～N8 を視察により特定して，潜時と振幅
を記録した。











脳波解析プログラム QP -130B ”RHYTHM ”を使用し，サ
ンプリ ングレート 128HzA/D 変換するとともに， FFT
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の 8 エポ ック （32 秒）について0.25Hz 刻みに周波数分
析を行い，絶対パワー値を算出した。次に周波数帯域は
2.0Hz から30.Hz までを分割して o (2.0 ～3. 75 ），。
(4.0 ～7. 75 ），α1 (8. 0～9.75 ）， α2 (10 . 0～12. 75), 





1 群平均 SEP の波形の性差
双極誘導（CJ ’→日’）からは最大陽性峰 P3 ，最大陰
性峰が男性では Nl ，女性では N6 ，および単極誘導
(C 3＇→ A1 +2 ）からは最大陽性峰 P6 ，最大陰性峰が男
性では N4 ，女性では N3 を含む SEP が記録され，潜
時650msec までに P I ～N8 の成分が認められた （図上
図 2）。最大頂点間振幅は双極誘導においては男性は Nl
-P 3 ，女性は P3 -N6 であり，単極誘導では男性では
N 4 -P6 ，女性では N3 -P6 であった（表 3 ）。群平均
SEP の波形は，男女ともほぼ同様の輪郭を示している
が，双極誘導では男性では P4, N5 を認めず，女性に
N4 を認めなかった。単緩誘導では男性に P5, N5 を
認めなかった（表2 ）。
1 ・1 群平均 SEP の各成分i替時の性差
男性に対して女性の各成分潜時は，双極誘導では男女
共通に認められた10 成分中 P lが等しいが，その他の 9
成分は 1% ～14% 短かった（表 2 ）。単極誘導では男女
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（高速フーリエ変換）法を用いて， 512point で各 4 秒間 各図の左側数字は基線からの振幅（日ドV ニ 12870 ）。時間軸は対数目盛。
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各図の左側数字は基線からの振幅（50 μV= l2渇70 ）。時間軸は対数目盛。
表 2 男性および女性の両記録誘導からの群平均 SEP の各成分の
i替時と比
双極誘導 （C，＂→F.,' ) 単極誘導 （C，’→A ，叫）
MALE FEMALE FEMAL /MALE MALE FEMALE FEMAL MALE 
p I 12. 0 12.0 10% 15 .0 13.0 87% 
Nl 21. 0 18 .0 86% 20 .0 18 .0 90% 
P2 27.0 24.0 89% 
N2 30. 30. 10% 
P3 48. 0 42. 0 88% 45.0 .410 91% 
N3 85. 0 74.0 87% 69.0 65.0 94% 
P4 115 . 0 97.0 102. 0 105% 
N4 146.0 129 .0 127. 0 9唱%
PS I臼 .0
NS 180. 201. 
P 6 279.0 268.0 96% 268.0 27.0 103% 
N6 34.0 329.0 96 % 
P7 38 .0 38 . 0 99% 
N7 47. 0 435 . 0 97% 435 .0 430. 0 99% 
PS 日泊。 486 .0 97% 576.0 59 . 0 97% 
NS 59.0 541.0 90% 650. 618.0 95% 
男性，女性の両記録誘導から記録された群平均 SEP 各成分のi替時。
陀 MALE / MALE ：男性 （MALE ）のi替時（msec ）に対する女性
(FEMALE ）の潜時に対する比 （%）。
N2 で等しく，その他の 9 成分で I ～13% 短かった。双
極誘導での最大陽性峰 P 3 の潜時は女性は男性より 12%
短く，単極誘導での最大陽性峰 P6 の潜時は 3% 長かっ
た。
1 ・ 2 群平均 SEP の頂点間振幅の性差
男性に対して女性の群平均 SEP の各頂点間振幅は，
双極誘導では男女ともに認められた1 頂点間振幅中女性
が， 3頂点間で 4 ～40% 小さく，その他の 8頂点間では
19 ～10 1% 大きかった（表 3 ）。最大陽性頂点 P3 を含む
頂点問振幅 N 1 -P3, P 3 -N3,P3 N6 では女性が23 ～
10% 大きかった。単極誘導では男女ともに認められた
14 頂点問振幅中女性が， 6頂点間で 2 ～41% 小さく，他
の8頂点筒振幅では10 ～313% 大きく，最大陽性頂点 P6
を含む頂点問振幅 N3-P6, N4-P6 では女性が 2 ～
双極誘導 （C／→F.,' ) 単極誘導 （C ，＇→A ,,J
MALE FEMALE FEMAL /MALE MALE FEMALE FEMA LE; 判ALE
Pl NI 295. 176.5 60% 318. 7 257.1 81% 
NI -P2 457.1 543.1 19 % 
P2 N2 50.2 207.3 413% 
N2 P3 74.8 968 .6 125% 
P3 N3 銘3.4 1370 .3 201% 1092.4 17 閃 O 凶0%
N3 P4 59. 3 関8.4 1538. 169% 
P4 N4 976. 回6.9 60% 
N.4 -P5 675.0 
P5 N5 お4.2
N5 令 P6 894. 123.8 
P6 N6 768. HY. 渇.1 143 % 
N6 ・P7 265.0 417.3 157% 
P7 ・N7 201.5 359.6 178 % 
N7 PS 17. 9 140.2 19% 470. 9 623. 132% 
PS NS 142.6 10.1 77% l切 8 97 .9 65% 
N 1 ・P3 1283 .S 1579.S 123 % ll SI. 7 1304. 10 % 
N 1 P6 147. 5 1097.S 96% 
P3 N4 160. 6 79 唱 6 69% 
P3 N 5 1376.S 
P3 N6 卯4.9 l日始 l 175% 
N3 P6 547. 1 部 3. 162% 254 . 9 2506. 9S% 
N4 会 P6 2613. 154. 6 59% 
P6 ・N7 2147 . 6 237S. I 11 % 
男性，女性の両記録誘導から記録された群平均 SEP 各成分の頂点
間振幅（50 μVニ 12870 ）。 FEMALE/MALE ：男性（MALE ）の
頂点閑振幅に対する女性（FEMALE ）の頂点閑振幅の比（%）。
41% 小さく， P6 -N 7 では1 % 大きかった。
2 各被験者の SEP のcomponet anlysi による結果
2 ・1 男女の各被験者の SEP
両誘導から記録された男性および女性の各被験者の
SEP は，いずれも基本的には当該記録誘導からの群平
均 SEP に類似した波形を呈したが，群平均 SEP では特
定できなかった各成分も，男女それぞれについて，双極
誘導，単極誘導共に80 ～10% の出現頻度で特定できた。
2 ・1 ・1 各被験者の SEP の各成分潜時の性差
男女の各被験者の SEP の各成分i替時は，群平均 SE P
と同様に，ほとんどの成分で女性が短く，女性の各成分
潜時は， P l～NB の16 成分中，双極誘導では全成分で
2 ～15% 短く，単極誘導では女性が長い P6 ，差がなかっ
た N7 以外のすべての成分で 1 ～12% 短かった（表 4'
表 5）。
2 ・ 1 ・ 2 各被験者の各頂点間振幅の性差
男女の各被験者の SEP の各頂点間振幅は，双極誘導
では，女性が P 1 -N lで26% 小さく，その他の19 頂点
問振幅では 3 ～6% 大きかった（表 6 ）。男性ではN 1 
P3 ，女性では P3 -N6 が最も大きかった。単極誘導で
は， N4 を含む 4 頂点問振幅で女性が6 ～18% 小さく，
その他の16 頂点間振幅では 6 ～108% 大きかった（表 7）。
男性では N 4 -P6 ，女性では N3 ～P6 が最も大きかっ
た。
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表 4 男性および女性の各被験者の SE P の各成分潜時 （双極誘導（C，’→F,') )
MALE FEMALE FE /MA 
年齢
（%） t－検定
年齢 身長 ＋ 
MEAN S.D. N MEAN S.D N 身長
Pl 13.0 2.7 83 12.5 2. 8 96 
Nl 20.9 1. 9 90 18.0 2.1 95 86 ＊＊ 事＊ ＊＊ ＊ 
P 2 31.4 4.9 83 28. 4.5 81 90 ＊＊ 本＊
N2 37.6 6.7 82 3 .9 5.2 80 90 ＊＊ ＊ 
P3 51. 5 9.5 87 43. 7 5.9 94 85 ＊＊ 本牢 牢＊ ＊＊ 
N3 80.4 14.0 81 71. 9 1.1 91 89 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ 
P4 109 .6 19.5 7 102 .5 17.6 80 94 ＊ 
N4 142 .5 17.9 76 13.8 21.4 65 94 ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ 
P5 181. 8 19. 72 163.5 24 .6 69 90 ＊申 牢牢 寧牢 ＊＊ 
N5 216 .9 25.3 79 204.5 24 .1 87 94 ＊＊ ＊ 
P6 27.3 18.5 89 26.1 19 .6 94 96 ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ 
N6 34 .2 19.0 87 30 .4 16. 7 91 96 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 
P7 39.7 21. 8 83 378 .0 18 .8 8 96 ＊＊ ＊牢 ＊ 
N7 46.9 24 .4 83 436.2 23 .3 90 98 ＊＊ ＊＊ 
P8 503.8 30.4 87 49.6 28.9 93 98 ＊ 
N8 564.1 38.9 89 54. 32 .5 95 97 牢＊ ＊＊ ＊ ＊ 
男性および女性の第 1誘導から記録された SEP の各成分潜時の平均値（msec) ，標準偏差（S.D .），有効デー タ数 （N ）。FE /
MA ：女性と男性の各 SEP 成分の平均潜時の比（%） 。t－検定：男性，女性の平均潜時の差の t－検定結果。体重．共分散
分析により年齢の影響を除いた検定の結果。身長：同じ く身長の影響を除いた検定の結果。年齢＋身長 ：同じく年齢と身
長の影響を除いた検定の結果。（牢： p< 0.5 ，牢＊ :p<0.1) 
表 5 男性および女性の各被験者の SEP の各成分潜時 （単極誘導（C，’→A 川））
MALE FEMALE FE /MA 
年齢
（% ） t－検定 年齢 身長 ＋ MEAN S.D. N MEAN S.D N 身長
Pl 15.0 1. 7 86 13 .1 1. 7 96 8 ＊＊ ＊本
Nl 20. 1. 8 86 17.9 1. 8 96 90 ＊＊ ＊寧 ＊ 
P2 26 .6 3.2 7 23 .9 2.8 86 90 ＊＊ ＊＊ 
N2 32. 3.6 78 30. 3.4 87 94 ＊＊ 事＊
P3 45.3 4.1 90 41. 9 3. 96 93 ＊＊ 牢＊ ＊ ＊ 
N3 69. 9.1 89 64 .6 6.4 96 93 申＊ ＊本 ＊申 ＊ 
P 4 10. 11. 1 86 96. 10.8 89 97 本
N4 132.0 11. 7 85 127.3 14.2 87 96 ＊ ＊ 
P5 181. 4 19.5 74 16.9 19.0 85 92 牢＊ 牢＊ 本＊ ＊＊ 
N5 215. 1 20.6 74 207.9 2.0 86 97 ＊ 牢
P6 270 .5 20 .4 87 27 .4 2.0 95 101 
N6 354.8 30.9 78 348. 1 32 .8 79 98 
P 7 392.0 32. 1 72 38 .2 38.1 69 9 
N7 42.6 28 .2 83 41. 7 30 .7 85 10 
PS 531.8 34 .6 90 52 .3 35 .3 94 9 
N8 587 .1 4. 90 580.6 40 .1 95 9 
男性および女性の第 4誘導から記録された SEP の各成分i替特の平均値（msec) ，標準偏差（S.D ）， 有効データ数（N ）。FE /
MA ：女性と男性の各 SEP 成分の平均潜時の比 （%）。 t－検定 ：男性，女性の各平均潜時の差の t－検定結果。年齢 ：共分
散分析により年齢の影響を除いた検定の結果。身長．同じく身長の影響を除いた検定の結果。年齢＋身長 ：同じく年齢と
身長の影響を除いた検定結果。（＊: p< 0.05, * * : < 0.01 ) 
2 ・2 各被験者の SEP の各成分の性差の検定
2 ・2 ・1 各被験者の SEP の各成分潜時の性差の t-
検定結果
p l ～N S の 16 成分中，双極誘導では，全成分で女 性
が短く， P l を除き，最大陽性峰 P3 を含むすべての成
分で有意差がみられた（p < 0 .05 ～0. 01) （表 4 ）。単極
誘導では， Pl ～N 5 で女性が有意に短く （p<0.05 ～
0. 01 ），最大陽性峰 P6 は男性で短い傾向がみられた （表
5）。
2 ・2 ・ 2 各被験者の SEP の隣接する頂点間振幅お
よび特定の頂点間振幅の性差の t－検定結果
女性の頂点間振幅は男性より，双極誘導では， P 1 -N 1 
で有意に小さく （p < 0.0 1），最大陽性峰 P3 を含む P3 -
N3, P3 N5, P3-N6 等，10 振幅で有意 に大きか っ
た（p < 0.5 ～0. 01 ) （表 6 ）。単極誘導では， N 4 -P6 
で有意に小さく （p < 0.5 ），最大陽性峰 P6 を含む N 5 -
P6 等， 8頂点間振幅で有意に大きかった（p<0 .0 5～
0. Ol) （表 7）。
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表 6 男性および女性の各被験者の SEP の各成分の頂点間振幅（双極誘導（C，’→A, '))
MALE FEMALE FE /M A  年齢
（%） 
t司検定 年齢 身長 ＋ 
MEAN S.D . N MEAN S.D. N 身長
Pl-N 432. 25.9 83 318. 189. 8 74 ＊＊ 牢＊ ホ ＊ 
Nl -P2 1286.5 719 .0 83 143 5.0 705. 80 12 
P2 NZ 354.2 380.5 82 396.2 48. 80 12 
N2-P3 785. 519.0 80 84 .1 575. 7 79 108 
P3-N 1356.4 84.0 80 1873. 9 1031. 6 90 138 牢＊ ＊ 
N3-P4 73.9 689. 75 181. 7 103. 5 79 153 ＊＊ 
P4 -N4 908 .1 561. 7 69 107. 6 769.1 61 19 
N4 -P5 729.3 546 .8 68 78.6 672 .6 57 107 
P5 -N5 536. 397.2 71 89.1 63. 1 68 16 ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ 
N5-P6 90. 524 .1 79 146 .0 765 .7 86 156 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ 
P6-N6 151. 3 674 .3 86 150. 9 796. 叩 135 ＊＊ 
N6- P7 651. 3 415.9 82 810. 685. 87 124 
P7-N7 586.4 290. 81 75 .7 436.0 86 129 ＊＊ 
N7 -P8 458 .9 28 7.1 82 57 .4 32 .5 89 125 ＊ 
P8 N8 519. 3 250 .1 87 574 .3 319.0 93 11 
N l-P 3 176.3 790.8 87 1902.1 67. 93 ll 
N l P6 1391. 4 71. 0 89 143 5.3 641. 9 93 10 3 
P3-N5 139. 745.1 76 1912.8 83. 85 143 ＊＊ ＊＊ 牢
P3-N6 159 .8 829.5 84 20.5 894. 89 13 申＊ ＊ 
N3 P6 130. 2 904.6 81 1509.1 95.1 90 134 ＊＊ ＊ 
男性および女性の第 l誘導から記録された SEP の各成分の頂点間振幅の平均値 （50 μV =l 2870 ），標準偏差 （S.D ），有効
データ数（N ）。 FE / MA ：女性と男性の各 SEP 成分の平均頂点間振幅の比（%）。 t－検定 ：男性，女性の各平均頂点問振
幅の差の t一検定結果。年齢：共分散分析により年齢の影響を除いた検定の結果。身長：同じく身長の影響を除いた検定の
結果。年齢＋身長 ：同じく年齢と身長の影響を除いた検定結果。（＊ : p< 0.5, * * : p < 0.01) 
表 7 男性および女性の各被験者の SEP の各成分の頂点間振幅（単極誘導（C,' →A 1+ 2))
MALE FEMALE FE /M A  年齢
（%） 
十検定 年齢 身長 ＋ 
MEAN S.D. N MEAN S.D . N 身長
Pl-N 407 .2 214 .8 85 429.6 215 .3 96 106 
N l-P2 630.8 48.5 74 81. 49.3 86 129 ＊ 
P2 -N2 372 .1 43.7 7 580 .3 578.0 86 156 ＊ 
N2-P3 1091. 2 637 .3 78 1328. 672 .5 87 12 ＊ 
P3 -N 3 150. 82.7 89 209. 7 10 . 8 96 13 9 ＊＊ ＊＊ 
N3 P4 1303. 4 875. 86 19 26 .2 1241. 3 89 148 ＊＊ ＊＊ 
P4 -N4 1523. 0 106 0. 2 84 139.l 912 .3 87 92 
N4 -P5 1906 . 7 1309. 1 71 16 9. 11. 4 78 85 
P5 -N5 698 .5 49.7 72 145. 191. 1 84 208 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 
N5 -P6 1571. 6 105 . 4 73 2157 . 0 1281. 6 86 137 ＊＊ ＊＊ ＊＊ 
P6 N6 294. 8 1436 . 3 76 27 17.6 156 .2 78 1 8 
N6 -P7 586 .9 425.8 71 750 .4 58 0.6 69 12 渇
P7-N7 95.2 714.3 72 1 4. 2 725.9 68 19 
N7 P8 1029. 620 .9 出 1291. 9 589.2 84 126 ＊＊ 
P8-N8 734. 396. 90 826.7 406.3 94 1 3 
N l P3 1380. 75 .4 86 1562. 3 783.4 96 13 
P3 -N4 1671. 6 1094. 1 85 157 8. 9 1015. 3 87 94 
N3-P6 284. 1 158.0 86 306.2 159 .0 95 109 
N4 -P6 307 . 3 168 . 9 82 2478.0 142 .7 86 82 ＊ ＊ 
P6 -N7 265. 5 1409 . 5 81 297 . 7 11 5. 0 84 1 2 
男性および女性の第 4 誘導から記録された SEP の各成分の頂点間振幅の平均値（50 μV=l 2870 ），標準偏差（S.D .），有効
データ数（N ）。FE / MA ：女性と男性の各 SEP 成分の平均頂点間振幅の比 （%）。 t－検定・男性，女性の各平均頂点問振
幅の差の t 検定結果。年齢 ：共分散分析により年齢の影響を除いた検定の結果。身長 ：同じ く身長の影響を除いた検定の
結果。年齢＋身長：同じく年齢と身長の影響を除いた検定結果。（＊ :p< 0.5, * :p<0.1 ) 
2 ・ 3 共分散分析による年齢，身長，および年齢と身 0 . 01 ），身長の影響を除くと N 1 , P3, N3, N4, P5, 
長の影響を除いた性差 の検定 P6, N6, P7, N 8 の 9頂点で有意差がみられた（p <
2 ・3 ・ 1 潜時の性差の検定結果 0.05 ～0. 01) （表4）。年齢と身長の影 響を除 く と N 1 ' 
双極誘導では，共分散分析で年齢の影響を除くと P 1, P3, N3, N4, P5, P 6 , N6, N 8 の 8 頂点に有意
P4, P8 を除く， 13 頂点で有意差が み ら れ （p < O .05 ～ 差がみられた（p<O .05 ～0.1 ）。単極誘導では，年齢
4 香川公 一 他
の影響を除くと P l ～N3, N4 ～N5 の9頂点で有意 考 察
差がみられた（p<0.5 ～0. 01) （表 5）。身長の影響を
除くと N 1, P3, N3, P5 の4 頂点で有意差がみら
れた（p<O. 05 ～0. 01 ）。年齢と身長の影響を同時に除




2 ・ 3 ・2 頂点問振幅の性差の検定結果
双極誘導では，共分散分析により年齢、の影響を除くと
Pl-Nl, P3-N3, P5-N5, N5 P6, P3-N5, 
P3 -N6 の6頂点間振幅に有意差がみられ（p< O. 05 ～ 
0.1 ），身長の影響を除くと， Pl-Nl , P5-N5, N5 
P6, P3 N5, N3-P6 の5頂点間振幅で有意差がみ
られた（p<0.5 ～ 0. 01 ) （表 6 ）。単極誘導では，年齢
の影響を除くと， P3-N3, N3 P4, P5-N5, N4-
P6, 4頂点問振幅で有意差がみられ （p<O. 05 ～0.01 ), 
身長の影響を除 くことにより P5-N5, N5-P6 の2
頂点間振幅で有意差がみられた（p< O. 01) （表 7) 。年
齢と身長の影響を同時に除くと，身長の影響のみを除い







0.5 ～O.Ol) a p l，。 2帯域で女性が有意に大きかった
(p< O. 05 ) （表 8）。単極誘導では， 8，α2帯域で男性
が有意に大きく（p<0.5 ～0. 01), 0, p I帯域で女性が
有意に大きかった （p<0.5 ～0.1 ）。
本研究における群平均 SEP の双極誘導 （C／→F3’）
の波形は，潜時50msec まで記録した Ikuta らの報告2,3 )
と概ね類似し，女性の大振幅， 短潜時の結果が得られ，
また最大陽性峰である P3 から N5 に至る傾斜線に明ら
かな性差を認め，男性では P4 は特定できなかった。ま
た単極誘導（CJ° → A1+ 2）においても，男性では P5,
N5 が特定できず，性差を認めた。
SEP の性差については，これまで Ikuta らの他は
compnet analysis によ って研究され， i替時の男女差は，
身長5），年齢6），身長と年齢7）に相関し，性差はないとの




られたのは， P3 , N3 (p< 0.5 ), P5 (p<0.1 ）の
3成分だけであり， 最初の皮質誘発反応である N lに性
差がみられておらず＼上肢長，肩幅のみでは説明できな
い。また Pl ～NZ では性差がみられないが， P3, N3 











報告5）と一致している。双極誘導で P 1 -N lの振幅は男
性が有意に （p< 0.5 ）大きかった。これにはN lの振
表8 脳波の周波数分析によるパワー百分率および男女差の検定
周波数帯域 0 。 al a2 日l 日2
(H z) 2.0～3. 75 4.0 ～7. 75 8. 0～9. 75 10 .00 ～12 . 75 13 .0～19. 75 20 .0～30.0 
MALE 10. 9% 20. 2% 9.9% 22 .8% 18目8% 17 .3% 
双極誘導 FE MALE 9. 3% 22. 0% 9.5% 18.% 21.1 % 20 .。%
t－検定 ＊ ＊＊ ＊ ＊ 
M A LE 11. 7% 12. 7% 2.6% 17. 0% 12. 7% 23 .4% 
単極誘導 ｜ 剛 A日 10.2% 川 % 11. 6% 川 % 18. 9% 13.6 % 
tー検定 ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ 
両記録誘導におけるそれぞれ男性 （M A LE ），女性（FEMALE ）の各周波数帯域のパワー百分率の平均 （%），および t一検
定の結果。（＊ :p< 0.05, * :p < 0.01 ) 
健常男性成人と健常女性成人における大脳誘発電位の相違
幅が関係しており， N l の振幅は男性が女性よりも大き
く， Ikuta の報告3）とも一致する。これは genrator の
位置と関係があると考えられる。 Alison ら12 ）は潜時20
msec の N20 （本研究の N 1）の genrator は中心溝の







潜時20msec までの短潜時 SEP は皮質下起源の遠隔場
電位である 13 ）。それ以後の中～長潜時 SEP の起源、は不
明な点が多いが，皮質起源（特に二次性感覚野，連合野
など） 14, 15 ），脳梁起源16 ），視床一皮質投射系起源17 ）とす
る報告が多い。
本研究の単極誘導で男性と女性の間で有意差がみられ
たSEP 成分の潜時は，連合野や脳梁に関係する P3 ,N3, 
P5 であった。七条ら 17 ）は脳梁部に病変のある症例で P3,
N3 が消失することを報告した。 Jancke, Steinmtz ら
は大脳体積で補正すると女性の脳梁が有意に大きいこと
を報告18 ）し，頭頂葉皮質，側頭葉皮質からの線維が多数
含まれている isthmu は 女性ではその断面積が大きい






























































双極誘導（C3 ’→F3 ’）および単極誘導（C♂→A1+2 ）か
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らSEP を記録し，群平均 SEP の性差を検討し，さらに
各被験者の SEP について compnet anlysi により成
分潜時および振幅について統計的に性差を検討し，以下
の結論を得た。
1. 両誘導からの男女それぞれの群平均 SEP は，男
性では，双極誘導で P4 ，単極誘導では P5, N5 が特
定できず，女性では男性より概ね成分潜時が短く，頂点
間振幅が大きかった。
2. 各被験者の SEP は t－検定により双極誘導のほ
とんどの成分で，単極誘導では N5 までのすべての成分
が女性では男性より成分潜時が短く，頂点間振幅は，双
極誘導では10 頂点間で，単極誘導では 8 頂点間で女性が
有意に大きかった。
3. 共分散分析により ，年齢，および身長の影響を除




戸1, ~ 2帯域で，男性が 8，α2帯域で，単極誘導では
女性がe, p 1帯域で，男性が 8，α2帯域で有意に大き
かった。
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Se χdiffere ηces in Somatose ηsory Evoked Potential (SEP) and EEG of healthy adults 
Kouichi Kagwa, Hiroshi Nakyma, Yasuhiro Kaneda, Takumi Ikuta and Kenji Karisya 
Department of Neuropsychiatry, Schol of Medicine, The University of Tokushima, Tokushima 
(Director: Prof Takumi Ikuta) 
SUMMARY 
Sex di 妊erncs in SEP (Somatsenry Evoked Potential) and EEG wer studie with 
90 healthy adult males (mean age=25.3±3.1 y.o.) and 96 adult femals (mean age=21.6±2.7 y. 
o.). SEPs evokd by median nerv stimuli wer recod with 10 msec of anlysi time 
throug the two derivations (bipolar : C31 →F31and monplar: C31 →A1 +2). The di 妊erncs
betwn the two group mean SEPs of each sex wer studied. The di 旺erncs in latencies 
and interpak amplitudes of indivdual SEPs betwn sex wer tested statisticaly. The 
folowing results wer obtained. 
1. In the waveform of group mean SEP, ther wer di 旺erncies betwn N 3 and P 6, 
with P 4 (bipolar), and P 5, N 5 (monplar) for femals but not for males. The latencies of 
most of compnets wer shorter, and interpeal 王amplitudes wer larger in femals than in 
males. 
2. In the indivdual SEP most of latencies wer significantly shorte and interpak 
amplitudes wer significantly larger in femals than in males. 
3. The significant sex difernces in latencies and amplitudes of SEP compnets wer 
verified evn after excluding the influences of age and stature, by anlysi of covariance. 
4. In EG, 8, P 1 and P 2 power % wer larger, and 8 and α2 power % wer smaler in 
fem ales than in males. 
The sex di 百erncs in SEP verified in this study might be atributed to larger corpus 
calosum and les diferentiated lateralities of the brain in femals than in males, and the 
di 旺erncs in sex hormon betwn the two sexes. 
Key words : SEP, sex diference, EG, stature, age 
